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■「採用力」を高めよう

各企業の採用意欲はとどまるところを知ら

ず，優秀な人材に対して，新卒・中途にかかわ

らず激しい奪い合いが起きている。こうした状

況の中で，採用側の実力がその成果にはっきり

示されるようになってきた。一言で述べると，

「見抜く力」であろう。従来のように，学生の

素材採用レベルであれば，それほど難しくなか

ったこのスキルが，経済・経営の変化で俄然注

目を浴びるようになってきたのである。

多忙な人事担当者や現場の面接担当マネージ

ャーがより効率よく，求めるポジションに最適

な人材像を共有し，集め，面接などのプロセス

で選考する方法論が各社で検討されている。そ

の中で，最も「採用ミスの確率が減る」と言わ

れている「コンピテンシー型面接手法」につい

て解説したい。
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